
発表日 令和７年８月8日（金）

発表者 心の健康対策委員会

委員長 弓指 恵子

SAFE  COMMUNITY  TSURU  CITY

1



設置の背景

①自殺発生率について、県や国に比べて都留市は

高い。

②２０代から６０代までの外傷による死亡原因の1位

が「自殺」となっている。

③「自殺・暴力・虐待の予防活動を地域で取り組ん

でいるか」の調査結果で、実際に地域活動に現

在取り組んでいる市民は、１割に満たない。

2



背景① 『自殺発生率の推移』
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人口１０万人あたりの自殺
発生率は減少傾向にある
が、都留市だけは2017年
件数が上がっており、全国
や山梨県に比べても高い。

図１ 人口１０万人あたりの自殺発生率）2013～2017）
出典：人口動態統計
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年齢 1位 2位 3位 4位 5位

0～9歳

10～19歳
交通事故
転倒・転落 （各1

人）

20～29歳 自殺（6人） 交通事故（2人）
不慮の溺死及び溺水
（1人）

30～39歳 自殺（3人）
不慮の溺死及び溺水

その他の外因（各1人）

40～49歳 自殺（8人）

交通事故
有害物質による不慮の中毒
及び曝露
その他不慮の事故
その他の外因（各1人）

50～59歳 自殺（7人）
交通事故
転倒・転落（各2人）

不慮の窒息
その他不慮の事故（各1人）

60～69歳 自殺（9人）
不慮の窒息
その他不慮の事故（各3人） 交通事故（2人）

不慮の溺死及び溺水
その他の外因（各1人）

70～79歳
不慮の溺死及び溺水（4

人）

交通事故
その他不慮の事故
自殺（各3人）

煙，火及び火炎への曝
露

（2人）

不慮の窒息
その他の外因（各1人）

80～89歳 転倒・転落（9人）
不慮の溺死及び溺水（8

人）
不慮の窒息（6人） 自殺（5人）

不慮の溺死及び溺水
煙，火及び火炎への曝露
その他不慮の事故
その他の外因（各1人）

90～99歳 転倒・転落（6人） 不慮の窒息（3人）
その他不慮の事故
その他の外因（各2人）

不慮の溺死及び溺水
煙，火及び火炎への曝露
自殺（各1人）

背景② 『外傷による死亡原因』

出典：人口動態統計

表２ 外傷による死亡年齢層別発生状況(2012～2017年の合計）

２０歳から６９歳までの
死亡原因は、『自殺』が
１位。
特に、これらの年代では
『自殺』が６割以上を占
めている。
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背景③ 『安全・安心のための取り組みをしているか

出典：安全・安心なまちづくりアンケート2018（都留市役所地域環境課）

図３ 安全・安心のための取り組みをしているか(市民意識調査）
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⑩自殺・暴力・虐待の予防活動

自殺に関する地域活動に現在取り
組んでいる人は、１割もいない。
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①心の病気に気づかない、心の病気を知らない人が多い

②心の病気を抱えていても相談できない、

心の病気に気づかれたくない人が多い

③20代（若者）の心を病む人・自殺者が多い

④40～60代（働き盛り世代）の心を病む人・自殺者が多い

データに基づく問題

問題の背景（次ページ）
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問題①
心の病気に気づかない、心の病気を知らない人が多い
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心の病気の対策まで知っている人は少ない

図４ うつ病について知っていますか。 （人）

出典 経営者連絡協議会アンケート調査（2019）
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問題①
心の病気に気づかない、心の病気を知らない人が多い

図5 自殺者の同居者の有無（2013～2023年の合計）
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出典 人口動態統計
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問題①
心の病気に気づかない、心の病気を知らない人が多い

図6 自殺者の場所別状況（2013～2023年の合計）

（人）

出典 人口動態統計

ｎ＝66

・自宅での自殺が６割以上を占める。
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問題② 心の病気を抱えていても相談できない
心の病気に気づかれたくない人が多い
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33%

はい

87%

いいえ

13%

図7 あなたは悩みのあるときに誰かに
相談しますか？

図8 悩んだときや心の病気を抱えたときに
相談できる場所を知っていますか？

ｎ＝258 ｎ＝255

出典： SCつるまつり・産業まつり 街頭アンケート調査（2024）
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問題③
20代（若者）の心を病む人・自殺者が多い
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出典：人口動態統計

図9 外傷による死亡原因（2021-2022）

ｎ＝36

表1 ～20代までの死亡原因（2021-2022）

20歳代（若者）に
おいても外傷による
死亡原因の

第1位が自殺

死亡原因

1位 自殺

2位 交通事故
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出典：安全・安心なまちづくりアンケート2022（都留市役所 地域環境課）

図10 安全・安心のための取り組み状況（複数回答）
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①防災活動（自主防災会、

防災訓練の参加など）

②交通安全運動（事故予防

活動や周知活動など）

③防犯活動（防犯パトロー

ルや周知活動など）

④高齢者の安全活動（健康

づくり、居場所づくり、見

守りなど）

⑤子どもの安全活動（見守

りや健全育成活動など）

⑥自殺予防活動（ゲート

キーパー、見守りなど）

⑦その他
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問題④
40～60代（働き盛り世代）の心を病む人・自殺者が多い

自殺を減らすためにも、直結するケースの多い
うつ対策などの心の健康を考えなければならない。

表2 40～60代の死亡原因（2021-2022）

死亡原因

1位 自殺

2位 不慮の溺死及び溺水

3位 交通事故、転倒・転落、有害物質
による不慮の中毒及び曝露その他
の不慮の事故、その他の外因 40～69歳（働き盛り世代）は

外傷による死亡原因の

第1位が自殺（15人程）

出典：人口動態統計
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区分 団体 ・ 組織名

住民組織
民間団体等

NPO法人むつみの会（精神の病気
や障害を抱える当時者やその家族の
支援を行っている団体）

都留青年会議所

都留市社会福祉協議会 都留市商工会

都留市経営者連絡協議会 ハローワーク都留

公募（大学生・社会人）3名

行政機関

大月警察署生活安全課

都留市（健康子育て課・長寿介護課・企画課都留文科・産業課・福祉課）

対策委員会の構成
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№ 問題 課題

1

心の病気に気づかない人、

心の病気を知らない人が多い

心の病気に対する理解度が低い。

２

心の病気を抱えていても相談できない、心の病気
に気づかれたくない人が多い

心の病気を抱えている人の相談に乗れる人
が少ない。

3

20代（若者）の心を病む人・自殺者が多い 心の病気を抱えている人の相談に乗れる若
者が少ない。

４

40～60代（働き盛り世代）の心を病む人・自殺者
が多い

企業のメンタルヘルスケアの意識が低い。

問題に対する課題
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№ 課題 方向性
ハイリスク
対象

取り組み

1

心の病気に対する理
解度が低い。

心の病気に気づける人

心の病気について理解

している人を増やす。

全年齢を対象とした心の健
康相談窓口の周知・啓発活
動

２

心の病気を抱えてい
る人の相談に乗れる
人が少ない。

心の病気を抱えている人に
寄り添い、相談に乗れる人
を増やす。

ゲートキーパーの育成

3

心の病気を抱えてい
る人の相談に乗れる
若者が少ない。

心の病気を抱えている人に
寄り添い、相談に乗れる若
者を増やす。

20代の

若者世代

若者応援隊の結成と支援

４

企業のメンタルヘル
スケアの意識が低い。

社員のメンタルヘルスケア
に取り組む企業を増やす。

40～60代の

働き世代

パートナーシップ企業の認
定

課題を解決するための取り組み
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問題

対策

方向性 国・県レベル 市レベル 地域レベル

①心の病気に気
づかない、心の病
気を知らない人が
多い

②心の病気を抱え

ていても相談でき

ない、心の病気に

気づかれたくない

人が多い

③20代（若者）の
心を病む人・自殺
者が多い

啓発
支援

・県、市への交付金 ・相談窓口の啓発
・ゲートキーパーの育成

若者応援隊の結成と支援
（委員会独自の活動）

規則・
罰則

・自殺対策基本法
・自殺総合対策大綱
・山梨県地域自殺
対策推進計画

・都留市地域自殺対策推
進計画

環境
整備

・自殺予防週間、
自殺対策強化月間
の設定
・山梨県自殺防止セン
ターによるゲートキーパー
養成支援
・心の健康相談統一ダイ
ヤルの設置

・各種啓発チラシの作成
・ゲートキーパー養成講座
の実施

・当事者の場づくり支援
・傾聴ボランティアの実施
・ホットスポットの見回り

問題①②③に対するレベル別対策

プログラム①

全年齢を対象とした心の健康相談窓口の周知・
啓発活動

プログラム② ゲートキーパーの育成

プログラム③

若者応援隊の結成と支援
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問題

対策

方向性 国・県レベル 市レベル 地域レベル

40～60代（働
き盛り世代）の
心を病む人・自
殺者が多い

啓発
支援

・県、市への交付金 ・相談窓口の啓発
・ゲートキーパーの育成
・パートナーシップ企業の
募集のチラシを配布

・市内企業や事業所を対
象にパートナーシップ企業
の認定

規則・
罰則

・自殺対策基本法
・自殺総合対策大綱
・山梨県地域自殺
対策推進計画

・都留市地域自殺
対策推進計画

環境
整備

・自殺予防週間、
自殺対策強化月間
の設定
・山梨県自殺防止セン
ターによるゲートキーパー
養成支援
・心の健康相談統一ダイ
ヤルの設置

・各種啓発チラシの作成
・ゲートキーパー養成講座
の実施

当事者の場づくり支援
・傾聴ボランティアの実施
・ホットスポットの見回り

問題④に対するレベル別対策

プログラム④

パートナーシップ企業の認定
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環境面への取り組み環境面への取り組み
国（厚生労働省）の取り組み

ゲートキーパーの啓発チラシ
（厚生労働省）

相談窓口の設置（厚生労働省）

自殺予防週間・自殺対策強化月間
令和6年度リーフレット

自殺対策 相談先一覧 まもろうよこころ
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プログラムの運営状況

区分

進行状況

2021年
（認証）

2022年 2023年 2024年
2025年
（事前指導）

プログラム①
全年齢を対象とした心の健康
相談窓口の周知・啓発活動

メッセージ
カード作成

・都留文大の
入学生にメッ
セージカード
配布

プログラム②
ゲートキーパーの育成

・高校生への
ゲートキー
パー養成講
座の開催

プログラム③
若者応援隊の結成と支援

大学生への
WEBアン
ケート

・樹海ウォーク
への参加
（「ゲートキーパーミ
ニ講座」の実施）

・不動産屋と
の連携

・高校生への
ゲートキー
パー養成講
座の開催

プログラム④
パートナーシップ企業の認定

募集チラシ
作成

・企業を訪問
してパート
ナーシップ企
業について説
明

継

続

20
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プログラム①
全年齢を対象とした心の健康相談窓口の周知・啓発活動

課題 心の病気に対する理解度が低い。

目標 自殺者の減少

内容等

情報周知の発信。CATVやSNSを活用した動画の配信
メッセージカードを作成し、公共施設等のトイレに設置

【対象】 市 民

【人材】
都留市、山梨県、ハローワークなどの行政機関
むつみの家などの地域活動団体
心の健康対策委員会

区分 指標 【方向性】 測定方法

（短期）
認識や知識の変化

悩んだときや心の病気を抱えたときに相談
できる場所を知っている市民の割合

市民へのアンケート調査

（中期）
態度や行動の変化

悩んだときは周囲の人や相談機関に相談す
る市民の割合

市民へのアンケート調査

（長期）
状態や状況の変化

人口10万人あたりの自殺死亡率・数 市民へのアンケート調査



■相談先が書かれたメッセージカード・ポスターの配布

プログラム① 活動内容

市内のお店や大学に
メッセージカードを設置

事業所の洗面所や掲示板など目の付きやすい場所に貼ってもらっています。 22



✿メッセージカードを
作成し配布する

裏
面
に
は
相
談
先
を
記
載

『ちゃんと
眠れていますか？』

早く気づいて『こころのSOS』サイン
～一人で悩まず 相談しよう

誰かと話そう 誰かと悩もう～

心の健康相談窓口の周知・啓発活動

カードのデザインを広報で募集し、
小学生から40代の方まで
応募いただいた作品から
デザインを採用しました！
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プログラム①の評価

年
2021

（認証）
2022 2023 2024

(

活
動
指
標)

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

活動の実施回数（設置箇所）

活動の実施回数（配布箇所）

啓発物品等の配布数

- 設置2か所

設置3か所

配布4か所

配布503枚

設置1か所

配布3か所

配布171枚

(

成
果
指
標)

ア
ウ
ト
カ
ム

意識・知識（短期）
（悩んだどきや心の病気を抱え
たときに相談できる場所を知っ
ている市民の割合）

算定方法：市民意識調査

- 39％ -

街頭インタ
ビュー
71.1％
（133/187）

態度・行動（中期）
（悩んだときは周囲の人や相談
機関に相談する市民の割合）

算定方法：市民意識調査

- 41.3％ -

街頭インタ
ビュー
86.6％
（165/190）

状況（行動）

（人口10万人あたりの自殺死
亡率・数）
算定方法：人口動態統計

16.7％・
5人

16.9％・
5人

24.0％
7人

集計中
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課題 心の病気を抱えている人の相談に乗れる人が少ない。

目標 自殺者の減少

内容等

心の病を抱える人と接点の多い人を意識したゲートキーパー講座の実施

【対象】 企業や学生等の市民

【人材】 対策委員会、市、警察

区分 指標 【方向性】 測定方法

（短期）
認識や知識の変化

養成講座による新たな知識を習得した参
加者数

講座事後アンケート

（中期）
態度や行動の変化

講座を受け、実践してみたいと思ったことは
あるか

講座事後アンケート

（長期）
状態や状況の変化

人口10万人あたりの自殺死亡率・数
地域における自殺の基礎資料
（厚生労働省）
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プログラム②
ゲートキーパーの育成



■ミニゲートキーパー養成講座

プログラム② 活動内容

健やか樹海ウォークに参加する若者へ
行きのバスの中でミニゲートキーパー
養成講座を実施

講師
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プログラム②の評価

年
2021

（認証）
2022 2023 2024

(

活
動
指
標)

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

活動の実施回数

啓発物品等の配布数

算定方法：
①ゲートキーパー養成講座
②ミニ講座の開催回数

1回 3回 4回

①2回

34人

②2回

23人

(

成
果
指
標)

ア
ウ
ト
カ
ム

意識・知識（短期）

（養成講座による知識習得）
算定方法：講座事後アンケー
ト（講座を受け、新しく知っ
たことはなにか）※2024年
度アンケートより実施

60人 78人 99人

①67.6％
（23人/34人）
②52.1％
（12人/23人）

態度・行動（中期）

（ゲートキーパー活動）
算定方法：講座事後アンケー
ト（講座を受け、実践してみ
たいと思ったことはあるか）

- 67人 75人

①88.2％
（30人/34人）
②86.9％
（20人/23人）

状況（行動）

（人口10万人あたりの自殺死
亡率・数）
算定方法：人口動態統計

16.7％・
5人

16.9％・
5人

24.0％・

7人
集計中
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28

課題 心の病気を抱えている人の相談に乗れる若者が少ない。

目標 自殺者の減少

内容等

【対象】 10代・20代の市民

【人材】 対策委員会、市

区分 指標 【方向性】 測定方法

（短期）
認識や知識の変化

養成講座により新たな知識を習得した参加
者数

講座事後アンケート

（中期）
態度や行動の変化

講座を受け実践してみたいと思った人数 講座事後アンケート

（長期）
状態や状況の変化

人口10万人あたりの自殺死亡率・数
地域における自殺の基礎資料
（厚生労働省）

プログラム③
若者応援隊の結成と支援

現状、若者応援隊は結成されていないが、その前段階としてゲートキーパー
養成講座などを通して悩みの相談に乗れる若者を増やす活動をしている。



■すこやか樹海ウォーク

プログラム③ 活動内容

＜内容＞
この森は『いのち』をみつめ、

みまもり、つなぐ森。
このイベントは、いのちを育む青木ヶ原樹海の豊かな
自然に触れ、生きる力を再認識してほしいという願い
を込めて企画されたものです。しかし青木ヶ原樹海は
長年、「自殺の名所」などネガティブなイメージが先
行してきた場所でありました。そんなイメージが少し
でも変わるように、当日は10～20代の若者に多く参加
してもらい、行きのバスの中で「話の聞き方・話し方
について」の講座を実施し、未来の若者応援隊として
ほかの人の悩み事をどのように傾聴すればいいか、そ
んなヒントを学びました。

参加者の声：ネイチャーガイドさんの案内により、
樹海のイメージが変わりました。
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学生向け不動産業者とコラボ

プログラム③ 活動内容

都留文科大学学生にアパートを貸している不動産屋へメッセージカードの配布を
行い、学生に対し不動産屋が心のサポーターとなっている現状について聞き取りを
行いました。不動産屋さんが悩みを抱えている学生と食事に行き、不登校支援や悩
み事を聞いたり、保護者へ学生の状況を報告したりしているとの話を聞くことがで
きました。
また、精神的に受診が必要な学生に対し、医療機関をすすめ、受診した様子を確

認して相談にのっている現状があるということで、委員会として、地域との連携は
とても重要であると認識しました。

ポスター・メッセージカードの周知
（つるぶん不動産）

つるぶん不動産のアドバイザー
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プログラム③の評価

年
2021

（認証）
2022 2023 2024

(

活
動
指
標)

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

活動の実施回数

啓発物品等の配布数

算定方法：①ゲートキーパー
養成講座の開催回数・参加人
数
②ミニゲートキーパー養成講
座の開催回数・参加人数

新型コロナウイルス感染症
の影響により活動自粛

①1回

①1回

20人

(

成
果
指
標)

ア
ウ
ト
カ
ム

意識・知識（短期）
（養成講座による知識習得）
算定方法：講座事後アンケー
ト（講座を受け、新しく知っ
たことはなにか）※2024年
度アンケートより実施

- - 36人 ①80％
（16人/20人）

態度・行動（中期）

（応援隊の活動）
算定方法：講座事後アンケー
ト（講座を受け、実践してみ
たいと思ったことはあるか）

- - 36人 ①100％
（20人/20人）

状況（行動）

（人口10万人あたりの自殺死
亡率・数）
算定方法：人口動態統計

16.7％・
5人

16.9％・
5人

24.0％・

7人
暫定なし
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課題 企業のメンタルヘルスケアの意識が低い。

目標 自殺者の減少

内容等

優良企業の認定

【対象】 市内企業（事業所）

【人材】 心の健康対策に取り組む企業の認定

区分 指標 【方向性】 測定方法

（短期）
認識や知識の変化

企業への周知活動 認定企業数

（中期）
態度や行動の変化

活動している企業 活動企業数

（長期）
状態や状況の変化

人口10万人あたりの自殺死亡率・数
地域における自殺の基礎資料
（厚生労働省）
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プログラム④
パートナーシップ企業の認定



■パートナーシップ企業の認定

プログラム④ 活動内容

企業を訪問し説明
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プログラム④の評価

年
2021

（認証）
2022 2023 2024

(

活
動
指
標)

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

活動の実施回数

啓発物品等の配布数

訪問企業数等の周知回数、

配付数など

認定要件・周知方
法の検討

1

周知回数：3回

ふるさと時代

祭：100枚

都留市商工会員

に送付：1,300

枚

ライオンズクラ

ブ：30枚

1

(

成
果
指
標)

ア
ウ
ト
カ
ム

意識・知識（短期）

（企業への周知活動）

算定方法：申請書配布企
業数

- 1 1 0

態度・行動（中期）

（活動している企業）
算定方法：認定企業数

- ‐ 2 2

状況（行動）

（人口10万人あたりの自
殺死亡率・数）
算定方法：人口動態統計

16.7％・
5人

16.9％・
5人

24.0％・

7人
暫定なし
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取組の成果

活動内容 成果

プログ
ラム①

周知・啓発活動

市民意識調査において「悩んだときや心の
病気を抱えたときに相談できる場所を知っ
ている」市民の割合が71.1％、「悩んだと
きは周囲の人や相談機関に相談する」市民
の割合は86.6％

プログ
ラム②

ゲートキーパー養成講座

講座事後アンケートにおいて「講座を受け、
新しく知ったこと」がある人は61.4％、
「講座を受け、実践してみたいと思ったこ
とはあるか」は87.7％

プログ
ラム③

若者応援隊の結成と支援

講座事後アンケートにおいて「講座を受け、
新しく知ったこと」がある人は80％、「講
座を受け、実践してみたいと思ったことは
あるか」は100％

プログ
ラム④

パートナーシップ企業の認定

企業への周知活動について申請書配布企業
数0件、活動している企業として認定企業
数2件
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現在の課題
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図11 都留市における自殺者の推移

出典：自殺の基礎調査（厚生労働省）
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現在の課題・方向性

◆問題 自殺数が減っていない（2023年データ）

課題 心の病気についての認知度が低い

今後の方向性 心の病気についての認知度を上げる

・自殺したいと思っている人を把握することは難しい。

⇒自殺者数が減少しない。

・心の病気に気づかない・心の病気を知らない

・心の病気を抱えている人…相談できない人が多い、心の病気に気づかれたくない人が多い

⇒悩んだ時や心の病気を抱えたときに相談できる場所を3割の人が知らない。

⇒2022年度都留文科大学生向けに行ったアンケートにおいて悩みやストレスで死にたいと思った

ことがある学生が5割以上いる。

・心の病気になる前の対策が必要。

※まずは、心が健康であるために

⇒相談窓口の周知やゲートキーパー養成講座の実施等で情報を得る

「自殺予防対策」⇒「心の健康対策」に。本対策委員会が明るく前向きで元気に活動しながら、

認知度を上げていきたいと思います。
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データの収集・分析、リスクアセスメント

2024年外傷サーベイランス委員会「安全診断」の結果とそれに対する対応

安全診断の結果
（外傷サーベイランス委員会の評価）

対策委員会での対応

【対象の年齢層】
・「緊急搬送前に既に亡くなっている場合」として、
自殺の割合として多い首吊りや溺れは、もっとリ
スクが高いと捉えられるのではないか。また、重症
度から「溺水」や「自殺」をハイリスクと捉えられ
ないか。
・自損行為で多い20～40歳において、自殺を
図ったが未遂に終わった方たちもハイリスクと捉
えて活動を行っていくべきでないか。

・データを多角的に検証し、自殺の傾向や年齢等
の把握を行うことで、より実態に即した活動がで
きるよう努める。

・メッセージカードやティッシュ等配布する等して、
心の健康相談の相談先を周知する。

【活動の拡張について】
ゲートキーパー養成講座を大学の授業として行う
など、若いうちから知識を得ることで命の大切さ
を感じる機会を作ってはどうか。

ゲートキーパー養成講座の実施の機会を、都留
文科大学だけではなく、市内の他の大学・高校等
においても模索していく。
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2021年
（認証）

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年
（再認証）

今後の取り組み

プログラム③若者応援隊の結成と支援

プログラム④パートナーシップ企業の認定

【継続】相談先が書かれたメッセージカード・ティッシュの配布、ポスターの設置

プログラム①全年齢を対象とした心の健康相談窓口の周知・啓発活動

【検討】新たに都留文科大学の入
学生にメッセージカード配布

プログラム②ゲートキーパーの育成

【継続】ゲートキーパー養成講座の開催

【新規・拡大】・高校生へのゲート
キーパー養成講座の開催

【継続】大学生へのゲートキーパー養成講座の開催、不動産屋との連携

【新規・拡大】・高校生へのゲート
キーパー養成講座の開催

【継続】パートナーシップ企業募集についてのチラシ配布
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ご清聴
ありがとうございました。

都留市セーフコミュニティ
心の健康対策委員会
一同
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